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1．はじめに
　わが国の工業は，軽工業から重化学工業へ，そして重化学工業の中でも鉄鋼
・化学を中心とする素材型から機械工業を中核とする高加工度の組立型へと産
業構造を転換することにより成長してきた。｛1］この間，機械工業は農業機械，
建設機械，繊維機械，工作機械，事務機械，重電機器，家電機器，電子機器，
自動車，造船，カメラ，時計などあらゆる種類のアッセンブリ製品について国
内市場だけでなく海外市場も大幅に拡大し，多くの製品で世界市場の上位シェ
アを占めるに至った。
　このように極めて多種類のアッセンブリ製品が生産を拡大する中で，これら
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を支える部品工業も大幅に成長した。むしろ昭和45年一59年の期間でみると，
部品工業の方がアッセンブリエ業よりも高い成長率を示している。すなわち，
部品工業のアッセンブリエ業に対する相対的増大傾向がうかがわれるのであ
る。
　これら部品は，大別して，特定のアッセソブリ製品に用いられる専用部品と
各種の製品に共通して用いられる汎用部晶とに分けられる。全般的には汎用部
品の伸びの方がやや上回っているが，近年の傾向として，高成長アッセンブリ
製品の専用都品，海外からの需要の高い高機能専用都品，および金型や電子部
品などの汎用部品の伸びが著しい。
　このようた部品工業拡大の要因としては海外でのノックダウン生産の進行，
海外企業による日本製部品の購入増大，アッセンブリメーカーにおける部品の
外製化傾向，部品の高付加価値化，等が考えられる。
　ところで，高度成長を実現してきたわが国のアッセンブリ製品の多くは昭和
60年秋のG5以降わずか1年以内に50劣以上の円高が進行する中で，輸出競争
力の低下，韓国等NIC’Sからの輸入増等により，苦境に立たされている。ま
た，部品の中でも量産タイプの低コスト品はNIC’S等から代替輸入される傾
向が強まりつつある。
　このような環境の激変下でわが国機械工業の展開方向を考える時，この部品
工業の拡大を基軸とする近年のわが国機械工業の構造変化は極めて重要な意味
を持つと言えよう。
注（1〕この高加工度化理論は篠原三代平氏により「加工度からみた産業溝造の一視点」
　　（「経済研究」，1967年4月）等において展開された。すなわち，繊維に比ぺて衣服・
　　身回品は加工度が高く，鉄鋼よりは各種機械製晶の方が加工度が高い，というかた
　　ちで材料とその加工品を比べると加工品の方が加工度が高まる。一般に経済が成長
　　し所得水準が高まるほど一国の産業構造においては，材料産業に比べて加工度の高
　　いカロエ産業の比重が高まる，というのが高加工度化理論である。
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2．機械工業の成長
　わが国の製造業における出荷額（金額）の推移を工業統計表品目編により・
2桁分類品目別にみると，以下のような特徴がみられる（表1）。
　①製造品出荷額合計は昭和59年で239兆2，576億円である。これは昭和45年の
65兆2，125億円に比べて3．67倍，昭和55年の201兆2，962億円に比べて1．19倍で
ある。ω
　②45－59年で出荷額が最も伸びたのは，武器で7．77倍，ついで石油製品・石
炭製品7．52倍，電気機械器具5，39倍となっている。（このうち石油製品・石炭
製品は48年，52年の原油価格大幅引き上げが大きく効いており，55－59年でみ
ると減少に転じている。）
　③45－59年では伸びていても，55－59年で減少ないし停滞に転ずる品目が多
い中で，一般機械器具，電気機械器具，輸送用機械器具，および精密機械器具
を合計した機械工業品は45－59年で4．40倍，55－59年で1．44倍と比較的安定し
た伸び率で増加している（年平均伸び率約9－11％）。
　④出荷額溝成比をみると，59年は電気機械が15，6％を占めトップ，ついで輸
送用機械13．O％，食料品11．2％となっている。これに対し，45年には9．5％を
占めていた鉄鋼は6．9％に，5．4％を占めていた織維工業製品は2．6％に，4．4％
を占めていた非鉄金属は2．6％へとウェイトを大幅に低下させている。
　⑤一般機械の出荷額構成比は45－55年で縮小したものの55－59年で拡大し・
精密機械は徐々に拡大している。この結果，機械工業品出荷額構成比は45年の
32．5％から59年には38．9％へと拡大している。
　このように昭和45年以降わが国の工業は，鉄鋼，繊維工業品，非鉄金属，木
材木製品などの素材型工業からr数多くの部品を加工し組み立てて製品を作り
上げるタイプの機械工業」へとその中核を移行させてきている，と言える。し
かも，機械工業品の多くを占めるエレクトロニクス関連品は集積回路の大幅な
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表1　2桁分類別製造品出荷額推移
（単位：百万円、％）
品　　　目
昭和45年
出　　　荷　　　額
50　年 55　年 59　年
伸び率
59／459／55
製造出荷額
合計
65，212．539
　　　100．O
120，491．105
　　　　100．O
201・296．1831239，257・640
　　　　・・…1　・・… 3，679．7
1，19
4．4
食　料　品 7，114．928　　　10．9 15，010．650　　　　12．5
21，943．372　　26，872．703
　　　　10，9　　　　　　　11．2
3．78
10．O
1，22
5．2
繊維工業製品 3，514．972　　　　5．4
4，992．557
　　　　4．1
5，929．78816，ユ20．206
　　　　2．9　　　　　2．6
1，74
4．O
1，03
0．8
衣服，その他
の繊維製品
754．585
　　　1．2
1，565．289
　　　　1．3
ユ，964，889r2，288，38．
　　　　1．0．　　　　1．O
3，03
8．2
1，16
3．9
木材，木製品 2，185．470　　　　3．4
3，530．142
　　　　2．9
。，。1。，。。。13，9．3，。1．
　　　　2．6　　　　　1．6
ユ．80
4．3
0．76
－6．7
家具，装備品 984．648　　　1．5
1，929．901
　　　　1．6
2，784．933
　　　　1．4
2，754．182
　　　　1．2
，80
7．6
O．99
－0．3
パルプ，紙，
紙加工品
2，200．945
　　　　3．4
4，095．505
　　　　3．4
6，648．289
　　　　3．3
7，217．17！
　　　　3．0
3，28
8．9
1，09
2．1
出版，印刷，
同関連製品
1，499．431
　　　　2．3
3，281．202
　　　　2，7
5，419．402
　　　　2．7
6，740，300　　　　…1 4．5011．3
1，24
5．6
化学工業製品 5，440．562　　　　8．3
10，136．865
　　　　8．4．
17，586．308
　　　　8．7
19，759，578．　3，63
　　　　8．3！　9．7
112
3．0
石油製品，石
炭製品
1，791．519
　　　　2．7
7，578．1831
　　　　6・31
15，116．093
　　　　7．5
13，474．860
　　　　5．6
7．52
15．51
0．89
－2，8
ゴム製品
なめしかわ，
同製品等
745．344
　　　1．1
323．577
　　0，5
1，375，430■
　　　　1．1
・1・，…l
　　O・5…
2，378．259
　　　　1．2
918．809
　　0．5
2，761．302
　　　　1．2
　935，033≡
　　　　0．41
3・70－
9・8i
止L」］
2・891
7・9r
116
3．8
1，02
0．4
窯業，土石製
品
鉄　　　鋼
2，491，939．
　　　　3．8
6，203．3891
　　　　9，51
4，804，958＝　　8，384，799■
　　　　・・Oj　　…
10，681．149
　　　　8，9
17，059．662
　　　　8．5■
8・672・35313・48
　　　　3・6」9・3
16・407・71512・64
　　　　6．9i　7．2
1，03
0．8
0．96
－1．O
非鉄金属
2，855．9561
　　　　4，41
3，411，383」7，O05．376
　　　　2－8．　　　　　　　3．5－
　　　　　　1　　　　　　　　　■
6，246，314－　2，19
　　　　2，6＝　5．7
0．89
－2．8
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表1　2桁分類別製造品出荷額推移（続）
出　　　荷　　　額 伸び率品　　　目
昭和45年　50年■55年　59年59／4559／55ヨ
金属製品
一般機械器具
電気機械器具
輸送用機械器
具
精密機械器具
3，475．5391　　6，304．942　　　9，932．226　　10，896．068　　3，14　　1．101
　　5．3　　　　　　　　5．2　　　　　　　　4．9　　　　　　　　4，6　　　8．5　　　2．3
6・471・591　　10・143・884　　16・081・375i　20・966．898　　3，24　　1，30
　　9．9　　　　　8．4　　　　　　8．0　　　　　　8．8　　8．8　　6．9
6，911．898　　10・343・7361　21・151・156　　37，277・492　　5，39　　1．76　　・㏄α　・・1　・仇・　・…1・・・…
α…，…1408・9・・■・406・，・9・3・，・・＆・…．…．・・」
　　・帆・　i・．・」　・・…　　．…．・・．・≡
876．297　　　1，648．066　　3，236．330　　3，727．044　　4，25　　1，15
　　1．3　　　　　1，4　　　　　　1．6　　　　　　1，6　10．9　　3．6
（機械工業計）1・1・1・1き；1；・α……1ガ・…鍔・弐……1l1告11・誰
武　　　器
　その他の製造
1品
28．181
　0・O．
・ら…1軌・・…　＆…τ…．・・
　O．α　　　　　　　　O．1－　　　　　　　O．1　　15，8　　13．9
2，429．713　　　4，908．577　　　8，344．084　　10，819．334　　4，45　　1，30
　　3．7　　　　　　　4．1　　　　　　　4．1　　　　　　　4，5　　11．3　　　6．7
注1：昭和45年およぴ50年の数値は全事業所についてのものであり昭湘55年およぴ59年の数値は従業者4人以上の
　　事業所についてのものであるため両老は厳密には接続しない。
注21出荷額の項目上段は出荷額，下段は構成比を示す。
注茗：伸ぴ率の項目上段は倍率（倍），下段は年平均伸ぴ率（％）を示す。
資料：通産省「工業統計表，品目編」。
価格低下を主たる要因に，この問価格の低下も著しく，実質的生産はこれらの
数値を大幅に上回る勢いで伸びていると言えよう。そして重要なことは，この
機械工業品生産の拡大とともにその内部では以下で述べるような構造変化が進
行している，ということである。
注（1）昭和45年の数値は全事業所を対象としたものであり，他方，55，59年の数値は従
　　業員数4人以上の事業所を対象とLたものであるため厳密には連続したいが，傾向
　　的なものを見る目的には有効と考えられる。
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3．部品工業の拡大
　機械工業品目の出荷額を6桁分額品目別（528品目）にみると，以下のよう
な特徴がみられる（表2，3）。
　①昭和45－59年で最も伸び率の高いのは電子録画・再生装置（VTR等）で
372，93倍，ついで原子動力炉・同部分品・敢付具・付属品86．64倍，電子応用
装置の部品・取付具・付属品62．62倍，模写電送装置・写真電送装置（ファク
シミリ等）56．07倍，集積回路51．82倍，入出力装置32．41倍となってい飢全
般にエレクトロニクス関連製品の伸びが非常に高い。この傾向は55－59年でぱ
一層強まり，産業用ロボットおよび同部品，会計機械などの伸びも著しい。
　②昭和59年機械工業品出荷額に占める構成比は，乗用車（シャシーのみのも
のを含む）が最も大きく8．36％を占めており，その他の自動車部品5．82％，そ
の他の電子機器用・通信機器用部分品3．20劣，トラック3．11％，集積回路3．02
％，電子録画・再生装置2．94％がこれにつぐ。45年時に比べ自動車ならびにエ
レクトロニクス関連製品が構成比を拡大している。
　③部品類に属する品目の伸びならびに構成比の高さが目立つ。上位20品目中，
伸び率では7品目，構成比では10品目が部品である。しかもこの傾向は55－59
年でみるとより顕著となる。
　以上のうちで注目Lたいのは第3番目の点である。ここで，部品とは，工業
統計表品目編のなかで，～機械器具の部品，部分品，取付具，同付属装置等の
記載のあるものおよび集積回路，半導体素子，金型，油圧機器，電動機など最
終機減製品の構成機器類を言う。便宜上ここではこれらをr部品」と呼び，そ
れ以外のものをr（アッセソブリ）製品」と呼ぶ。なお，統計数値の記載上
r製品および部品」とあるものは製品に含めた。
　そこで，機械工業品を製品と部品に分類して集計すると，部品の出荷額の伸
びが顕著である。すなわち，部品の出荷額は昭和45年の7兆7，μ3億円から59
　I2？6
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年には39兆6，756億円と5．12倍に増大している。この間製品は3．95倍の伸びに
とどまっている。この結果，機械工業品出荷額に占める部品の構成比は45年の
36．6％から59年には42．6％へと高まった（表4）。
　以上のような部品構成比の増大傾向は，一般機械，電気機械，輸送用機械，
精密機械のいずれにおいてもみられる。その中でも，電気機械においては，45
－59年で，製品出荷額4．67倍に対し部品は6．47倍，また，輸送用機械において
は，同じく製品4，10倍に対し部品が5．13倍とその差が大きい。
　このような部品出荷額の相対的増大傾向をさらに分析するために，試みに，
この部品群を「専用部品」と「汎用部品」とに分類する。ωここに「専用部
品」とは工業統計表品目編中の～機械器具の部品，部分品，取付具，同付属装
置等という記載のあるもののうちから汎用部品の部品，部分品，取付具，同付
属装置等を除いたものを言う。一方，r汎用部品」とは，基本的に，油圧機器，
軸受，歯車，金型，電動機，汎用内燃機関，集積回路，半導体素子などそれ自
体は最終製品ではなく，製品の機能を作り出す構成要素であり，しかも単一の
製品だげでなく複数種類の製品に用いられるものを言う。＝2］従って，汎用部品
は，基本的に，一般機械および電気機械の品目群の中から選んだ。
注（1）汎用部品に関しては，富山和夫氏がその薯書『現代産業論の構造』（新評論，昭
　　和53年）において以下のように指摘されている。すたわち，機械の部品には完成品
　　を越えた共通性を持ったものがある。「機械要素」といわれている軸受（ベアリン
　　グ）や歯車などはきわめて広範囲の機械に使用される。従って・ある機種をとりあ
　　げてそこで使用されている機械要素の相対的な大きさをみるとそれほどではないも
　　のでも，機械工業全体にわたってみるとこれらの量はきわめて大きいという性格を
　　もっている。電気部品や電子部品についても，それによって組み立てられる製品と
　　しての機械の種類は多いが，コソデソサーや素子類のように多くの機械に共通Lて
　　いるものがある。
　（2）統計の記載上，製品と汎用部品の「部品，部分品・取付具，同付属装置等」が合
　　計されてあるものは，製品と汎用部晶のいずれか出荷額の大きい方に属するものと
　　した。
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順位
5
6
10
11
12
13
14
15
表2　機械工業品（6桁分類品目別）出荷額伸び率上位20
品　　　　　　　　　目
電子録画・再生装置（VTR・EVR）
原子動力炉，同部分品
電子応用装置の部分品等
模写電送装置，写真電送装置
集　積　回　路
入出力装置
その他の写真装置，同関連器具
全輪駆動車
外部記億装置
事務用機器の部分品等
その他の一次電池
その他の半導体素子
その他の鉄道車両
写真装置の部分品等
その他の事務用機器
出　荷　額（百万円）
昭和45年
7，340
5，383
11，999
3，803
54，271
29，785
852
32，892
34，190
24，338
2，445
14，353
1，107
1，485
15，O08
50年
32，591
42，349
30，770
17，414
132，405
116，042
1，371
82，549
121，805
96，297
8，513
29，035
2，756
4，602
34，955
55年
633，694
138，362
189，727
58，741
733，998
322，317
9，225
345，037
198，969
256，568
42，987
104，148
12，337
25，334
68，865
59年
2，737，306
466，392
51，361
213，219
2，8王2，172
965，451
20，851
69，914
680，020
472，840
46，743
255，016
18，701
23，863
229，523
59／45
倍率（倍）
372．93
86．64
62．62
56．07
51．82
32．41
24．47
23．41
19．89
19．43
19．12
17．77
16．89
16．07
15．29
年平均仲び率（％）
59／45
52．6
37，5
34．4
33．3
32．6
28，2
25．7
25．3
23．8
23．6
23．5
22．8
22．4
21．9
21．5
59／55
44．2
35．5
41．1
38．O
39．9
31，6
22，6
22，2
36．0
16．5
2，1
25．1
11，O
一1，5
35．1
轟
利
謙
田
酔
嚇
糠
曽N
ψ
MNΦ
順位
16
17
18
19
20
品　　　　　　　　目
遠心圧縮機，軸流圧縮機
電子計算機，同付属装置の部分品
複　　写　　機
特性測定器
分析機器の部分品等
出　荷　額（百万円）
昭和45年　　50年
参考：昭和55－59年の仲び離が高い品目
鋼製無動力船（20総t未満）の新造
産業用ロボット
産業用ロポット同装置の部分品
会計機械
精密測定器の部分品
タイプライタ
その他の電子管
産業用X線装置
その他の（電子計算機）付属装置
資料1通産循「工業統言11表、品目編」。
1，769
60，920
48，665
13，404
1，323
1，000
7，507
4，342
17，376
30，254
5，163
43，796
4，501
120，809
115，203
12，556
5，615
1，967
6，428
4，153
20，512
37，587
7，402
48，293
55年
13，174
243，802
　　　　　59／45
　　　　倍率（倍）59年
25．805　　　　14．59
867．176　　　　　14．23
46．234　　　638，729　　　　　ユ3．13
56．029　　　166，87ユ　　　　12．45
8・179116・448　12・43
・91・，・90
15，504
7，632
6，176
144，959
52，418
33，013
・…1・・…
48・278i183・592
83，898
5，363
139，690
2，49
年平均伸び率（％）
59／45
21．1
20，9
20．2
工9．7
59／55
18，3
37．3
16，5
31．4
19，7　　　　　19．1
6．7　　　204．4
　－　　　　74．9
一　　　・…
…l1・・・・…
n・・　…1・帆・
・…1… 39．6
・・・…1以・・1・…j…
18，340
475，043
3．55
10．85
9．5 36，0
…1…8
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　　　表3　機械工業品（6桁分類品目別）出荷額構成比上位20（59年）
順位
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
品　　　　　　　目
乗　　用　　単
その他の自動車用部品
その他の電子機器用，通信機器
用部分品
ト　ラ　　ッ　ク
集　積　回　路
電子録画・再生装置
自動車用内燃機関の部分品等
駆動伝導，操縦装置部品
シャシー部品，車体部品
鋼製貨物船の新造（・・総・以上）1
テープレコーダ
カラーテレビ受信機
スピーカ，マイクロホソ，磁気
録音・録画テープ等
電気音響機器の都分品
入出力装置
配電盤，制御盤
自動卓用ガソリソ機関
デジタル電子計算機本体
電子計算機，同付属装置の部分
品等
民生用電気機器の部分品等
出荷額構成比（％）
昭和45年
6．79
4．24
2．18
3．94
0．26I
帆・・1
1．30
1．62
1．51
1．92
1．27
2．72
O．44
O．73
O．14
ユ．19
O．57
O．60
0．29
O．74
・・年i・・年
τ・・j…
…卜・・’
1．63 2．24
…卜・・
α・・i・…
α・・…・・
…1・・1
・…1・…
O．94
1．78
1．83
O．93
・…1・…
1．76
O，48
1．63
O．72
α・・l1…
0．32
59年
8．36
5，82
3．20
3．11
3．02
2．94
1．99
1，70
1．60
1．48
1．45
1．31
1．21
1．13
α・・1・…
・…l1・1・i・…
1．01
O．77
0．33
O．81
1…い・・
O．72
O．38
O．85
O．97
0．93
0．90
伸率（倍）
59／45
5．41
6．04
6．47
3．48
51．82
372．93
6．73
4．62
4．66
3．38
5．02
2．12
12．05
6．79
32．41
3．70
7．70
7．16
14．23
5，32
注1壌滅工業品出荷額合計を100とLた時の構成比である。
資料1通産省「工業統計表，晶目編」。
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表4　機械工業品における製品と部品の出荷額推移
構成比
構成比
構成比
構成比
専用部品計
構成比
汎用部品計
製品計
部品計
構成比
構成比
構成比
専用部品計
構成比
汎用都晶計
製品計
部品計
構成比
構成比
出　荷　額（百万円）
昭和45年　50年
・榊…」・榊…
…1…。，7。。，・9。コ・3，6・8，…
36、⑤　　　　37．7
4，203．631　6，398，103
65，0　　　　　　63．1
2，268．214　3，748，506
35，0　　　　　　37．0
1，041．559　1，705，785
16，1　　　　16．8
1，226．655　2，042，721
19，0　　　　　20．1
4，291．338　6，620，643
62，1　　　　　64．0
2，571．560　3，680，995
37，2　　　　　35．6
720．870　1，156，820
1O．4　　　　11．2
1，850．690　2，524，175
26，8　　　　　24．4
4，208．234　8，241，739
6091　58・5
2，704，919．5，843・115
55年
37，960，874！
58．8
・榊…」
41．1，
，7 3，769
60．4
6，366，547
39，6
2，915．289
18．1
3，451，258
21．5
12，585，637
59，5
，517，131
40．3
2，515，364
11．9
6，O01，767
28．4
13，232，793
55．0
1O，827，460
59年
52，830，744
56．7
39，675，559
42・61
59／45
倍率
（倍）
3．95
5．12
12・695・55513・02一
舳1
8，271，200
39．4
3，745，361
17，9
3．65
3．60
4，525．839　　3．69
21．6
20，035，350
53．7
16，633，690
44．6
4，525，455
1・・1
4．67＝
6．47
6．28
12，108．2351　6．54■
32．5
17，269，827－　4．10
55．4
13，873，637
71
年平均伸ひ率（％）
59／45　59／55
・…：…
12，4　　10．6
8． 　6．9
9，7　　6．8
9，6－　6．5
9．8　　7．O
11，6　　12．3
14，3　　18．2
140115．8
14 －　19，2
10．6　　6．9
・…1…㌧・
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　　　　表4　機械工業品におげる製品と部品の出荷額推移（続）
出 荷 額（百万円） ■
■
?????（?） 年平均伸び率（％）
j昭鮮j・・年1・・年．・・年 ・・μ・」・・…
構成比」　　’ 39，1 41－5j 45．0．　■ 44．5
，?
■
製品計 ■・・㈹・ト・・ム…1螂…」蝋・1・1・・い・ 3．9
???」???????????
構成比」 　■77・2」 77．8
■ 1
75．O1　」
75．9　■ j
???????」
部品計 」・・乳…1槻・・千・・τ…1・・τ…」坤11・・j2．7
構成比■　　」 22．8■　」 22．2≡　’ 25．O，　1 24．1一　■
?? 一
年平均1伸ぴ率（％）i
μ・」・・…1
??
注1：専用部品とは各種機械器具の部分品，取り付け具、付属品のうちから汎用部品の部分品　取り伯け具、付属
　　品を除いたものを言’うo
注2：汎用部品とは，いくつかの機械器・具等に部品とLて用いられるものを言㌔
注31構成比はそれそれの表側項目の出荷額を100とした時のものであ私
注4：秘匿数値のため製品と部品の構成比計が1㏄にならない場合がある。
資料1通産省「工業統計表，品目編」。
3－1専用部品の動向
　以上のような定義に基づいて，まず，昭和45－59年における専用部品の出荷
額の動きをその製品と比較して見ると，以下のような特徴が見られる（表5～
9）。
　①一般機械においては，29製品のうち22品目において専用部品の伸びが製品
を上回っている。その中でも，事務用機器（製品5．91倍に対し部品19，43倍），
エレベーター等（製品2．84倍，部品5．21倍），その他のサービス用民生用機器
（製品6．47倍，部品8．μ倍）などが顕著である。
　②電気機械においては，16製品のうち10品目において専用部品の伸びが製品
を上回っている。その中では，その他の電子応用装置（製品53．94倍，部品
62．62倍），電気音響機器（製品5，28倍，部品6．79倍）などが顕著である。
　③輸送用機械においては，7製品のうち4品目において専用部品の伸びが製
品を上回っている。その中では，自動車（製品4．63倍，部品5．84倍）が顕著で
ある。
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　④精密機械においては，13製品のうち8品目において専用部品の伸びが製品
を上回っている。その中では，写真装置（製品10．63倍，部品16．07倍），精密
測定器（製品6．29倍，部品10．35倍），測量機器（製品3．26倍，部品7．OO倍），
分析装置（製品10．00倍，部品12．43倍）などが顕著である。
　また，専用部品の出荷額を製品で除した部品比率（昭和59年）をみると以下
のようた品目で高い。
　①一般機械においては，その他の一般産業用機械91．7％，ポイラ67．6％，パ
ルブ・製紙機械67．4％，ミシン55．3％，毛糸手編機械51．8％，繊維機械49．0％，
トラクタ47，6％などが高い。
　②電気機械においては，その他の産業用電気機器45．8％，民生用電気機器
36．7％，電気溶接機等31．6％が高いが総じて部品比率は低い。
　③アッセソブリ産業の輿型である輸送用機械においては，航空機177．4％，
自転車150．7劣，自動車83．8％と総じて高い。
　④精密機械においては，カメラ78．1％，時計59．1％，精密測定器54．2％が高
い。
一般に，専用部品の生産はそのアッセンブリ製品の生産に規定されて，それ
と平行的に推移するように思われるが，このように多くの専用部品においてア
ッセンブリ製品を上回る伸びが観察されることは注目に値すると言えよう。
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表5　一般機械における製品とその専用部品の出荷額推移（1）
品
出　荷　額（百万円）
昭和・・年1・・年1・・年」・・年
i一般機械合計 1α・・・・…j・帆…
ボィラ製品計
同部品
部品比率（％）
ターピソ製品計
同部品
部品比率（％）
農業用機器製品計
同部品
部品比率（％）
建設，鉱山機械製品計
同部品
部品比率（％）
トラクタ製品計
同部品
部品比率（％）
・・・…」・・ら…
舳・j・・…1
仏・1　…
・ム…1・・・…
・τ…1・乳…
19．1
206，668
34，8
489，178
66・670i126・312
3Z31　25・8
252，695399，830
・み…」・・〃・・
36．91　　　　34．5
・・1・…1・・λ…
60，416
25．O
140，612
37．8
i・ら・・1・…
155，082
106，586
68．7
99，679
88，699
89．0
538，971
181，867
33．7
860，219
243，918
28．4
537，019
199，336
37．1
」20・96ら898
28，309
154，418
67．6
284，966
58，358
20．5
559，346
197，516
35．3
779，119
270，787
34．8
512，370
243，668
47．6
59／45倍率
　（倍）
金属工作機械製品計
同部品
部品比率（％）
金属加工機械製晶計
同部品
部品比率（％）
繊維機械製品計
388・9971350・900
79，746 78，445
20．51　22．4
・・…1・い・・…
51，862 67，381
18．7」　18．α
230，661217，091
867，142
226，498
26．1
543，505
126，176
23．2
286，063
3．24
2．18
3．29
3．07
3．30
2．71
2．96
3．08
2．90
2，12
4．03
1，132，715≒ 2．91
3241591 4．06
28．61
651，581 2．35
14α030」 2．82
22．4
24・892r 1．41■
I284
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表5量ト般機械における製品とその専用部晶の出荷額推移（1〕（続）
品　　　　　　目
同部品
部品比率（％）
食料品加工機械製品計
同部品
都品比率（％）
木工機械等製品計
同部品
部品比率（％）
パルブ，製紙機械製品
同部品
部品比率（劣）
印刷機械等製品計
同部品
部品比率（％）
鋳造装置製品計
同部品
部品比率（％）
プラスチック加工機械
同部品
部品比率（％）
他特殊産業用機器製品
同部品
部品比率（％）
出　荷　額（百万円）
昭和45年
96，609
41，9
74，327
8，740
11．8
47，944
7，875
16．4
53，602
19，199
35．8
77，032
16，945
22．O
69，326
10，417
15・Ol
80，995
15，964
19．7
78，979
15，650
ユ9．8
50年
105，8μ
48，8
131，229
工2，696
9．7
66，412
15，754
23．7
33，700
24，697
73．3
116，759
27，365
23．4
66，417
14，650
22．1
63，373
20，048
31．6
・・年1・・年
・・・…い舳・1
48．31　49．O1
214，453245，257
3み643－4み465
15．7 17．7
蝸…1・み…
26，262
25，O
23，829
28．8
60．788158，89。
43・117139・703
・α・；肌・
211，977320，737
・・，…j椰・・
24．2
86，896
23．6
104，579
、8，689！25，706
…「　…
峨957126ユ・ユ69
43，451 62，966
25．6r　　　　24．1
1・孔…1・・岬・」
18・490　33・2191
375，548
63，832
15・0　13・71　17・O
59／45倍率
　（倍）
1．65
3．30
4．97
1．73
3．03
1．10
2．07
4，16
4．46
1．51
2．47
3．22
3，94
4．76
4．08
注1汎用部晶に属する晶目及ぴその部品は除いれ
資料：通産省r工業統計表，品目縄」。
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表6　一般機械におげる製品とその専用部品の出荷額推移（2）
ロロ
出　　荷　　額（百万円）
ポソプ製品計
1昭和・・年！・・年1・・年！・・年
　　　　　1　　　　　1　　　　　－　117・503i228・500i295・7691348・452
同部品 20，854■・乳…；・・…1・1・…
都品比率（％） 17・71 　　l　　　　　　　　　117－51　2Lg1　17・7
圧縮機等製品計
同部品
11・・・…j
1・・，…1
1・・，…i1・・・…±・・・・…
　　　1　　1
451824161・18『　64・290
都品比率（％）　　　■
エレヘータ等製品計　　一
同部品　　　1
・…1 　　1　　　　≡33・21　307■
・・・…1
・・…1
85・2411ユ22・764
19・216143・811
部品比率（％） 19．9『 22・『　35・7
荷役運搬設備製晶計 ・・・…！ ・1O，3・・」639，…
同部晶 45，312 ・・…い・島…
部品比率（劣） ・…j 14・51　19・3
工業用窯炉製品計 ・・・…1 56，179■65，56・
同部品
部品比率（劣）
化学機械製品計
同部品
部品比率（劣）
他一般産業用機械製品
同部品
部品比率（％）
・・・…1 20，519 20，966
…1 ・・一・1・…
363・74・1727・8991756・u3
・・・…1 ・・・・…1・・・・…
・…1 ・…1・…
ユ21，921・・…μ1・・・・…
74・830133，17215，981
61．4 84，5　　　　80．2
事務用機器製品計 248・205j414・8971806・552
同部品 24，338 96，297 256，568
26．2
142．970
52，012
36．4
747，369
116，868
15．6
93，437
20，985
22．5
849， 75
223，188
26．3
364，284
333，979
91．7
1，467，486
472，840
59／45倍率
　（借）
　　　2．97
2．96
2，38
2，22
2．84
5．21
2．03
2．58
2．17
1，84
2．34
3．64
2．99
4，46
5．91
19．43
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表6　一般機械における製品とその専用部品の出荷額推移（2）（続）
品
出　荷　額（百万円）
昭和45年．50年・・年1・・年
59／45倍率
　（倍）
部品比率（劣） 9．8■ ・3．2」　3ユ、81　3Z。！　　1　　　　．　　　　■
ミシソ製品計 ・・・・・・・…j・・ら…」…，…1 2．64
同部品 46，μ7i　61，8929 ・405194・5962．04
部品比率（％） 71．7 ・…1…1舳1
毛糸手編機械製品計 1乳・・！・・・…j・ら…l1・，…：
同部品 5・533．　9・807乱…1氏…
1，16
1．47
1』■
　部品比率（％）
冷凍機等製品計
軌・r舳1・τ・！・1・・；
・1弐…＝＝・・・…1舳1・1・・1，…1 2．9ユ
同部品 55，266 90，076 159，859
部晶比率（％） 25，9．　　　　　18，4■ 34．O
164，O02
26，4
2．97
他サービス民生用機器 86，672
同部品 12，848
部品比率（％） 14．8
191，802
25，282
13・2．
・・1，…1・・・…1 6．47
消火器具等製品計 21，718
同部品 5，759
部晶比率（％） 26．5
産業用ロボソト
概…い・軌…」 8．44
19．7 19．3■
44，443 ・ム…i・叫…1 1．86
・・・…l1・・…一ら…1 2．16
26．O『　　　　24．6 30．8
一・・・・・・・・…ギ
同部品
都品比率（％）
τ…1・…苧，
r　　49・2 36．2
資料：通産雀r工業統計表．晶目編」。
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　　　表一　電気機械における製品とその専用部品の出荷額推移
品　　　　　　目
電気機械合計
発電機，電動機等製品
　同部品
出荷額（百万円）
」昭和・・年1・・年1・・年1・・年i
」6，911．898
　332．720
　　74，478
1O，343，736I2・，151．156137，。77，492≒
　　　　　1　　　　≡　　　　i
・・・・…1・・…1・1…1・…1
　・18，・・4！207．8951267，835！
　　　　　一　　　　1　　　　1
59／45倍率1
（倍）
　　部品比率（％）
　変圧器等製品計
r同部品L■■■1T
l＿＿　　　　　　　　　　　　　■
」部品比率．㍗）＿i
≡開閉装置等製品計　　　≡
　　同部品　　　　　　■
22．4
539
304
360
…g・…1・…1
157・43三i200．1871338．6781370，620　＿．」　一．　　1
・・・…；・・，…i1・・，…’
・…1・…」…1
2．35
27，435 三｛6
17．4
448，422≡7・7，・701，3・9，6・・i1，8。。，0．8
66，803 ・・・・・・・・・…」…，…
4，06
2．55
部品比率（％） 14．9 12，1　　　　15．0　　　　9．4
電気溶接機等製品計 37．229132．564　57，368－7。，9541．96
同部品 ユ1，788， 13・04922・621123・065■1．96
部品比率（％） 31．7 40，1　　　　　39，4　　　　　　31．6
他産業用電気機器 100，353！　　　　　　　　1　　　　　■140．669　　　221．7431　　322．9501　　　　　　　　1　　　　　　！ 3．22
同部品 45．8281・・・…い・，・・1l1・・，…
部品比率（％） 45，71 31．4
民生用電気機器製品言十 5ユ2，80397ユ，377
同部品 157・413」291，939
部品比率（％） 30．7 30．1
電気照明器具製品計 272，746■335．6821
42・01　45・8
1，719，4ユ9－2，281，177
548，592■　　838，112
31．9」　36，7
588・476」638・107
同部品 54，100 80・5・3・・5・80・l1・9…1．
部品比率（％） 19．81 24．O 21．4 20．2i
3．23
4．45
5．32
2．34
2．38
電気音響機器製品計 ・・・・…1・・・・・・…1・…乳…1・，…，…1 5．28
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表7　電気機械における製品とその専用部品の出荷額推移（続）
品
同部品
部品比率（％）
出　荷　額（百万円）
昭和45年一50年
155．552　　　259，387
26．3
交通信号保安装置 19，772
23．4
56，595
同部品 18，・・31。，。。。l　　　　　　l
部晶比率（％） 43．l1　15．1
X線装置製品計 22・341i44・374
同部品
部品比率（％）
電子計算機，付属装置
同部品
部品比率（％）
他電子応用装置製品計
同部晶
・，…」＆・・1
19．9－　18．2
・。3，。8・1。・・，360
60，920 120，809
25．0 21．2
・岬・！・・4…
11・999i30・770
部品比率（％） 19，81　19．9
電気計測器製品計 102・971；138・456
同都品 ・・，…！・τ…1
部品比率（％） 20．81　12．9＝
55年　　59年
649・183．1・055887
29，4　　　　33．8
95．332　　　　92，782
18．448　　　27，141
19，4　　　　29．3
10ユ，54ユ　　　139．379
25．916　　　　24，954
25．5
1，237，073
243，802
19，7
972，858
ユ89，727
19．5
291，215
39，899
13．7
工　業　計　器 ・・，・・1！・舳・1・・・…
17．9
3，082，210
867，176
28，1
3，261，842
51，36工
23．O
36，713
41，531
7．7
285，099
同都品
部品比率（％）
1乱・・・・・…1・・…1・・…
仏・！・1・・l1・・1 1・．・1
59／45倍率
　（倍）
6．79
4．69
3．18
6．24
5．60
12．64
14．23
53．94
62．62
5．21
1．94
3．09
蓄　　電　　池
2．90
。。，3641．O1，。61・・ム…1・舳・！ 4．09
同部品 4，525 。α。。。1．7，。o．1。。，33．　　　1　　　　　　！ 4．94
部品比率（％） 7，81　　　9．9 8．21　941
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表7電気機械における製品とその専用都品の出荷額推移（続）
出　荷 額（百万円）品 目
　　≡　　：59／45倍率　　■　（倍）59年」????
1融年1
■ 50年 55年■
???????????????????????????
一次電池製品計 1・4…
???
44，144
『?
　　i90，636　　『 　　i123，416一　　一
5．09
同部品 ≡ 2，205一　」 4，779?? ・，…「　一 　≒14・058」 6．38
部品比率（％） 」 9．1
『「
10．8
??
7．2 11，4＝
：59／45倍率r
　　　638■
注1汎用部品に属する品目及ぴその部晶は除いたo
資料：通産省「工業統計表．品目繍」o
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表8　輸送用機械における製品とその専用部品の出荷額推移
品　　　　　　目
自動車製品計1〕
同部品計
部品比率（％）
機関車製品計
同部品計
部品比率（％）
電車．客車製品計
同部品
部品比率（％）
自転車製品訓2＝
同部品
部品比率（刎
船製品訓副
同部品訓4〕
部品比率（％）
出　　荷
1昭和45年
一3，142，309
i2・087，599
66，4
16，392
9，155
55，9
57，388
48，519
84．5
43，976
54，024
122．8
839，672■
369，139
44．0
航空機製品計　　　　！　2τ56＆
　　　　　　　　　　　■　　　1
　同部品訓5ヨ　　　　　≡　60，402i
　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　1　部品比率（％）　　　，　　219．1一
産業用運搬車
同部品
部品比率（％）
71．2951
41，940
58．81
50年
5，606，901
4，587，010
81．8
12，514
16，444
131．4
97，552
78，213
80．2
92．2531
117，860
127．8
，153，561
803，265＝
37．3
74，782一
額（百万円）
55年159年
11，272．46614，546，874
9，210，10112，188，373
81・7i　8洲
5，946
40，399
679．4
146，578
97，924
66．8
31，283
222，855
169．8
1，287，788
890，021
69．1
69，026
137，600r20乳303
184．0　　　　　294．5
73．822　　　257，231
64，359一
33，603
143，631
94，331
65．7
139，812
210，737
150，7
1，919，346
869，082
45．3
167，425
296，958
177．4
285，139■
110，200i　　119，498
37，0　　　　　　42．8！　　　　　41．91
59／45倍率
　（倍）
4．63
5．84
O．OO
3．67
2．50
1．94
3．18
3．90
2．29
2．35
6，07
4．92一
4．00
2．85■
注1：シャシー，ポデーは製品に含むo
注2：フレーム（完成晶に限る）は製品に含むo
注3：船体は製品に、船体プ冒ツクは都晶に含む。
注4：改造，修理は部晶に含む。
注5：修理、オーパーホールは部品に含む。
資料：通産省「工業統計表，品目編」。
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表9　精密機滅における製品とその専用部品出荷額推移
品
荷　　額（百万円）
昭和45年
精密機械合言十 876，297
・・年1・・年1・・年；
　　　　l　　　　　11・648・06613・236・33013・727・Oμ！
圧力言十，流量計等製品 23・840i41・753178・613109，463
同■部品 5，842
部品比率（％） 24．5
精密測定器 13，190
6．930110．682113．159
　　1　　　　　1
1α・11…l1…
19・283141・082
同部品 4，342■ 4，153 8，783
82，919
44，918
部品比率（％） 32．9
分析装置計 11，734
・…j・…1…
45．0821　　　79，909117，306
59／45倍率
　（倍）
4．25
4．59
2．25
6．29
ユO．35
同部品 1，323
部品比率（％） 11．3
試験機　計 24，048
同部品 1，695
部品比率（％） 7．0
測量機器計 14，606
同部品
部品比率（％）
1，291
8．8
医療用機器計 34，400
同部品 8，395
部品比率（％） 24．4
歯科用機器計 7，553
同部品 1・2041
部品比率（％） 15．9
理化学機器 13，869．
ユ0．00
　　1　　　　　1　　　　　■5．6151　8．1791　16，448！　　」　　　　■　　　　一 12．43
12，5 10．2
27，654，　　　50，328
14．0
・・・…1 2．75
・…1氏…：α…1 3．72
…1・…1…1
・・…1・・，…1・τ…1 3．26
・，…i・1，…」・，… 7．00
11・91　33・0　19・O
83，156 ・・・・…；・・・・…1 8．68
・・，…」・5，63。。O，6。。 4．84
・τ・　・…l1…
20，204
4，398
21．8
39・424一42．7761 5，66
・，…1・，…ヨ
・臥・1・…
26・743143・31566，819
4，32
4．82
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表9　精密機械における製品とその専用部品出荷額推移（続）
83
品
同都品
部品比率（劣）
顕徴鏡，望遠鏡等製品
同部品
部品比率（％）
カ　メ　ラ　計
同都品
都品比率（％）
写真装置計
同部品
部品比率（％）
映画機械計
同部品
部品比率（％）
時計製品計
同部品
部品比率（％）
出　荷　額（百万円）
昭和45年
3，582
25．8
24，100．
8，329
34．6
94，802
69，021
72．8
7，484
1，485
19．8
35，699
4，633
13．O
131，115
51，394
39．2
50年
2，704
10．1
37，127
5，829
15．7
158，997
138，308
87．O
17，003
4，602
27．1
72，632
6，573
9．0
284，400■
89，911
31．6
55年
5，357
12．4
62，322
7，472
12．O
302，663
285，396
94．3
32，645
25，334
77．6
61，149
10，947
17．9
498，917
252，248
50．6
59年
6，560
9．8
94，108
15，152
16．1
63，542
284，028
78．1
79，521
23，863
30．O
22，073
6，001
27．2
428，239
252，910
59．1
59／45倍率
　（倍）
1．83
3．90
1．82
3．83
4．12
10．63
16．07
O．62
1．30
3．27
4．92
資料1通産省「工業統計表，品目編」竈
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3－2汎用部品の動向
　次に汎用部品の出荷額の動向を昭和45－59年についてみると，一般機械にお
いても電気機械においても汎用部品の伸びが専用部品の伸びをやや上回ってい
る。すなわち，一般機械においては専用部品の伸び3．60倍に対して汎用部品の
伸びは3．69倍である。また，電気機械においては専用部品の6．28倍に対し汎用
部品は6．54倍の伸びを示している（表4）。
　一般機械におげる汎用部品の中では，金型の伸びが著しい（表10）。すなわ
ち，プラスチヅク用金型9．42倍，その他の金型・同部分品7．71倍，鋳造用金型
7．43倍，プレス用金型6．35倍等であり，これらは55－59年においても汎用部品
全体の伸びを上回っている。このため汎用部品出荷額に占める金型の構成比は
45年の12．1％から59年には24．4％へと急拡大している。また，他に分類されな
い各種機械部分品（45－59年で6．51倍）も一貫して増加傾向を示している。こ
の他には，空圧機器が55－59年で1．75倍，空圧機器の部分品が1．65倍と高い伸
びを示している。
　電気機械におげる汎用部品の中では，マイクロニレクトロニクス革命の進展
を反映して集積回路の伸びがすさまじく45－59年で51．82倍である（表11）。こ
のため汎用部品に占める構成比は45年の2．9％から59年には23．2％にまで拡大
Lている。次いで他の半導体素子17．77倍，内燃機関電装品10．86倍，他の電子
管9．74倍となっている。
　全般的には汎用部品の中核は機械工業の基盤を形成するコモンルーツタイ
プωの部品からエレクトロニクス部品へと移行しているように思われる。すな
わち，集積回路を中心とするエレクトロニクス部品のウェイトが拡大する一方
で，金型以外の，玉軸受，ころ軸受，歯車，油圧シリ■ダ，油圧ポソブ，動力
伝導装置などの主要機械要素部品は汎用部品生産の中での構成比を低下させて
いる。この点は機械製品のいわゆるメカトロニクス化が大きく影響していると
言えよう。例えば，工作機械に数値制御装置を加えたNC工作機械において
　王294
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は，主軸の回転数の変速が従来の歯車式変速装置から，DCサーボモータや
ACサーボモータなどの可変速モータによりなされるようになっている。した
がって，NC工作機械が従来の工作機械を代替して普及してゆくにつれてこの
ような箇所に用いられる歯車の生産は減少すると考えられよう。
注（1）機械二〔業には生産品目は違っても共通の生産工程が多い，例えぱ，鋳物，鍛造・
　　プラスチック成形，切削加工，研削加工，プレス加工，表面処理等である。これら
　　の各工程を専門的に受け持つ企業の集積は1機械工業を支える基盤という意味でコ
　　モソルーツと言われる。この点については竹内淳彦「京浜における機械工業の底辺
　　構造」，人文地理，24（4），昭和47年，PP．404－422，および『日本の機械工業』，
　　昭和48年，を参照。
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順位
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
2ユ
22
23
表10
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一般機械汎用部品の品目別構成比と伸び率（59／45伸び率1頂）
品　　　　　　目
プラスチソク用金型
出荷額構成比（％）
45年150年
3．6
切断，屈曲等バイブ加工品　　　0．9
その他の金型，同部分品等　　　1．5
鋳　造　用　金　型
他に分類されたい各種機械部i
分品
プレス用金型
給排水用バルブコック
ゴム，ガラス用金型
鍛造用　金型
油　圧　モ　ー　タ
動力伝導装置の部分品等
自動調整バルブ
ダイヤモソドエ具
汎用ガソリソ機関
1．O
2．5
4．9
1．0
0．8
O，3
0．5
1．3
1．6
1．3
2．4
玉軸受，ころ軸受の部分品　　　3．9
ピストンリソグ
油圧機器の部分品等
その他の動力伝導装置
治具，金属加工用付属品
油圧シ　リンダ
その他の油圧機器
油　圧　ポ　ソ　プ
超　　硬　　工　　具
0．9
1．8
2，8
1．9
1．9
4．5
1．9
3．7
55年
・・い・
・・レ・
2．O－2．2
1．1
2，7
1．7
3．7
4・8」7・0
2．8
0．8
2．O
1．0
0・3i　O・4
α・い・
59年
9．2
2．2
3．2
2．1
4．5
59／45
倍率
9，42
8．81
7．71
7．43
6．51
＆516・35
…j…
1．1 5．43
α4」5・21
α・1・…
…1…い・・1…
・・1・・1・・1…
1・1l…1…1…
2．6
4．3
0．9
1．5
3．1
1．2
2．1
3．5
・・j
1．81
2，1 2．6 3．97
3・6i4・23・96
α・」…1・・α
2・811・8
3．6－　2．6
1．5
1．9
3．57
年　平　均
伸び率（％）
59／45　59／55
17，4　18．0
16．8　　3．3
15，7　16．6
15，4　12．6
14，3　　12．1
14，1　　12．2
13．8　　2．4
12．8　　9．7
12，5　　5．9
12．2　　6．7
12．0　　6，3
11．0　　4．7
10，9　　5．7
・α・1・1・・
10．3111．3
・α・」・…
9．5　－5．O
ふ・・卜・1一…
…1・・1・；・・1・α・
1．6 3．0818，4
ふ・卜・｛・j・・1
1・・1…1・…卜11
　■　　：　　■　　≒2・6」Z9」2・8817・9i
2．1
6．1
7．2．
9．7■
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一般機械汎用部品の品目別構成比と伸び率（59／45伸び率順）（続）
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順位
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
品
出荷額構成比（％）
145年・・年1・・年
玉　　軸　　受 ・α・卜・jτ・
車 ・・j・・」λ・
一般用バルブコック，付属晶
ローラチニーソ
こ　ろ　軸　受
・…」・λ・1・・
1．7
6．O
汎用ジーゼル機関 7．O
変　　速　　機 6．2
特殊鋼切削工具 4．5
・・」1・・
・・ト・
工・卜・
5．9145
2．5」2．9
高温高圧バルブ 2．6」2．3
汎用石油機関 α・い・
空　圧　機　器 一1…
空圧機器の都分品等
汎用内燃機関の部分品等
0．3
1．2
1．6
1．8
O．4
O．9
一般機械汎用部品計 lm・im・jm・
59年
7．4
1．9
8．O
1．2
4．O
4．5
3．9
2．7
1．0
2．3
O．5
O．5
100．O
59／45
伸率
2．74
2，54
2，49
2．49
2，44
2．37
2，28
2．23
1．43
3．69
年平均伸ひ率（％）
59／45　59／55
7．5　　8．4
6，9　－1．6
6．7　　4．1
6．7　－1．4
6．6　　4．4
6．4　－O，4
6．1　　3．2
5．9　　5．1
2．6　－4．5
15．O
13．4
一5．7
9．8　　7，O
資料：通産省「工業統計表，品目編」。
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　表11電気機械器具汎用部品の品目別構成比と伸び率（59／45年伸び率順）
1順位　　　品
出荷額構成比（％）
■45年 50年
集　積　回　路 2．9＝　5，2
他の半導体素子 O・8」1・2
　　　　159／45
55年■59年1倍率
　　1　　1
12．2；　23，2　51．82
1．7．　2．1
内燃機関電装品の部分品等 2，713，81
　1　　　，
4－61　4－5
！7．77
ユO．86
他の電子管 1．61・．511．4」　　2．4　　9．74
タ■イ　オ　ー　ド ユ．8 1．6 2．9　　　2．5　　9．28■
点　　減　　器 α・…・1・g…1…
エソジソ発電機 1α・：…， 1，210．8－7．93　－　　1
1毒ひ萎（岩
59／45　59／55
32，6　　39．9
22，8　　25．1
ユ8，6　　18．5
17，7　36．9
ユ7，2　　14．7
16，9　24．1
15．9≡　　7．6
通信用継電器 0，6 0．6■
10
1ユ
12
テレビジョソ用チユーナ 1…い・・
その他の電子機器用，通信機
器用部分品 249i23・5
接　　続　　器 2．1－　2．9
他の内燃機関電装品 …1・・r
O－71　0－7
13
14
15
16
17．
18
19
20
21
22
23
1，8■　1．8
24．1
2．9
3．3
コ・・1・・1・・」
24．6
2．0
2．2
導　　入　　線 0．3
マイクロ波用真空管 　1　　　！0，51　　0．7■　」　　　1 0．4■　0，4
小形電動機 ・・」・・j・1」ふ・
整　流　素　子 1．8 　1　　　■14」11」ユ．4
通信用蓄電器 7．1 6．2 6．O．　5．0
始動電動機 …」・・1 1．4＝　O．8
通信用低抗器 4・714・13，613．0
他の配線器具，付属品 3．8－　2，8
他の交流電動機 1・・l1・・
充電発電機 1，4 1．5
2．9！　2．4
1．Ol　O．7
・・い・
蓄　　電　　器 1．0　1．410，910．5
7，35■15．3
…l1・・
．47
6．28
14．3
14．O
…」…
・…1・ふ・
5・82」13・4
5．7713．3
…」…
…」・…
4．24」10．9
4．2210，8
4．13I　10．7
…1・α・
ふ・・1・臥・
・…ト・
18．6
19．4
19．8
8．9
7．8
5．5
24，7
ユ6，6
25．8
14，0
3．7
14．0
13．4
9．2
5．3
3．9
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表11電気機械器具汎用部品の品目別構成比と伸び率（59／45年伸び率1頂）（続）
順位
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
品
出荷額構成比（％）
1・・年1・・年」・・年1・・年
ト　ラ　ソジスタ 6．5 ・・い・1…
59／45
倍率
3．51
ブラ　ウ　ソ管 ・・…・1・・1ふ・｛・
小形開閉器 j…i・・1…い・1…
単相誘導電動機 1・・1l…い・・1ぴ・1・…
通信用変成器 1臥・」ふ・1・・1・ll…
電　球　口　金
磁石発電機
■　　　　1」02102≡0・10・1
；0．40，610，410．1！　　　　l　　l
11．7＝ユ、310．7■　l　l
2，30
2．27
直流電動機 α411．67
三相誘導電動機 1・・…・卜・い・・i・…
送　　信　　管 iα110．5I　　l O．O O．O 0．42
数値制御装置
電気機械器具汎用部品計 100．O
α・い・・1α・1
100．O100，O100．06．54
年平均伸び率（％）
59／45　59／55
9，4　19．6
8．5＝　9、ヱ
8．3－0．9
8．0　0．3
6，5　14．4
6．1　6．0
6．0－9．1
3．7　6．2
3．1－1．4
一6．1－11．2
0．4
14，4　　19，2
資料：通産省r工業統計表，品目編」。
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3－3部品工業拡大の要因
　以上のような専用部品および汎用都品生産のアッセンブリ製品生産に対する
相対的増大傾向をもたらす要因としては以下のようなことが考えられる。まず
第一に，海外生産の進行。発展途上国の国産化政策に伴う現地生産や貿易摩擦
等による欧米諸国における現地生産が進展しているが，これらの多くは日本か
ら部品を持って行き現地では組み立てるだげというものである。このため，日
本においては部品の生産が最終製品組み立てよりも増大する。
　第二に，海外企業による日本製部品の調達。専用部品においても汎用部品に
おいても日本製の部品は品質，コスト，納期の面で国際競争上優位なものカミ多
い。このため海外企業は目本製の都品を調達する傾向が強い。
　第三に，日本製品の世界市場における普及による補修部品需要の増大。これ
はとりわげ自動車やVTRあるいは工作機械等で考えられる。
　第四に，アヅセンブリメーカにおげる部品生産の外製化の進行。工業統計表
品目編は事業所単位であり，同一事業所で製品とそれだけに使われる部品の双
方を生産している場合，製品の生産分しか統計上は現れてこない。したがって，
これまで内製していた部品を外注ないし購買すれぱ統計上部品生産額は増大す
ることになる。また，近年の機械製品におけるマイクロエレクトロニクス技術
の急速な導入（いわゆるメカトロニクス化）はアッセソブリ製品メーカーによ
る電子部品の購買を増大させていると考えられる。
　第五に，部品の高級化。とりわげ，近時，機械製品にマイクロエレクトロニ
クス革命の成果が積極的に導入され，いわゆるメカトロニクス化が進行してい
る。これにより，一方では，素材代替の進行と相まって部品点数の減少という
事態が生じているが，ω他方では，製品への新機能の追加によるエレクトロニ
クス関連部品の増加と付加価値の増大が生じている。複写機やワープロなどに
代表される事務用機器，電子応用装置，カーユレクトロニクスが進行する自動
車などがこの典型といえる。また，精密測定器においてもエレクトロニクス技
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術の導入により，計測・表示のデジタル化，自動化，システム化が進展Lてい
る。
　このうち第一，第二，第三の点は輸出におげる部品輸出の増大ということで
あり，この要因が最も大きいと推測される。この部品輸出増大傾向に関しては，
目本機械輸出組合r機械産業におげる半製品・部品輸出の現状と将来」（昭和
60年9月）において以下のように指摘されている。すなわち，わが国機械輸出
におげる半製品・都品輸出の伸びは1977－83年で3．0倍と機械輸出計の1．8倍を
大きく上回っている。この結果，全機械輸出に占める部品輸出のウェイトは
1977年の10，1％から1983年には17，2劣へと飛躍的に増大した。部品の中では，
集積回路の12，89倍を筆頭に電気機械部品の伸びが5．9倍と圧倒的に高い。これ
らは先述の定義によれぱ汎用部品に属するものであり，しかも日本の競争力が
圧倒的に強い分野である。一方，以下で述べるように，いくつかの専用部品に
おいてもアッセンブリ製品に比べて部品輸出の相対的増大傾向が見られる。
注（1）エンジニアリソグプラスチックやファイソセラミック等金属材に匹敵する強度，
　　剛性，加工性等をもった構造材料が開発されるとともに，これらを従来の金属材料
　　に代替させて製品の構造材に用いられる傾向が強い。これにより，製品の軽量化を
　　図るとともに，機構の一体化を実現してネジ止めや溶接の箇所を減少させて工程数
　　や部品点数の削減が行われている（例えば腕時計，カメラ，あるいはタイプライタ
　　ー等の外枠）。これに加えてマイク目エレクトロニクス技術の機械への応用により
　　メカニックな機能の一体化が図られ，機械部品点数を減少させる傾向もみられる
　　（例えぼ，既述のようにNC工作機械の主軸駆動，送り軸駆動等はサーボモータ等
　　の導入により歯車等の部品が不要となっている。）
4．　個別産業にみる部品工業の拡大
　以上のような部品工業の拡大優向とその要因を，アッセンブリ製品生産に対
するその専用部品生産の比重が増加している個別の産業について分析してみよ
う。ここではその代表例として，機械工業生産において最大のウェイトを占め，
部品点数も1－2万点に及ぶ自動車，早くから部品生産がアッセンブリ製品生
130I
???
8
品　　　　　　　　　目
白　動車合計
製　　品　　計
乗用車（シャシーのみを含む）
トラック（けん引車を含む）
二輪白動車
部　　品　　計
自動車用ガソリソ機関
自動車用ジーゼル機関
二輪車用内燃機関
自動車用内燃機関の部分品
駆動伝導，操縦装置部品
懸架，制動装置部品
ツヤシー部品，事体部品
その他の白動章部品
参考：内燃機関電装品（注）
表12　自動車における製品と専用部品の出荷額推移
昭和45年
製造品出荷額（百万円）
50　年
榊…l1・1舳・
舳…卜・・臥…
・・・・・……・・・・…
833，7241，280，385
1・τ…1・・・…
帆…1榊…
・・㏄…1舳・・
・α…1・・…
㈹・j・・…
・・・…1・舳・
343，190398，657
・・α…！・舳・・
・・・…1・・・…
・・τ・・11榊・1・
55　年
20，482，567
59　年
26，735，247
11・・・・・…i1・…6・…
5・541・20017・786・400
2，・87，。3・1。，89。，・9・
808・・9・1686・・88
舳1・・1・・，・・・…
760，868925，401
1・1，…1帆…
52，539 32，626
・，…，…い，・舳・
960，4921，586，026
・・・…1・1臥…
1，184，177
3，993，973
・・…1…，…1・・軌・・1
1，485，989
5，42ユ，777
482，864
59／45
倍率
5．11
4．63
5，41
3，48
3．48
5，84
7，70
6，44
4．89
6．73
4，62
7，19
4．66
6，04
4，89
年平均伸率（％）
59／45
12．4
11．6
12．8
9．3
9．3
13．4
15．7
14．2
12．0
14．6
11．6
15，1
11，6
13，7
59／55
6．9
6．6
8．9
3．9
一4．O
7．3
5，O
6．2
一11，2
4．4
13，4
6．1
5．8
7．9
12・0i　5・5
竃
切
隷
田
酔
拙
摺
竃N
ψ
11口
同部品
製造品出荷額（百万円）
昭和45年50年55年
50．348　　　　　96．349　　　　277，271
59　年
546，572
59／45
倍率
10．86
年平均伸率（％）
59／45
18．6
59／55
18．5
注：全ての内燃機関（汎用．乗用車用，二輸車用等）の電装品であるo
資料：通産箱「工業統計表．品目編」。
　　　　　　　　　　　表13　自動車（四輪車）およびその内燃機関の生産と輸出台数
（蝉位：台）
昭和45年 50　年 55　年
年平均伸率（％）
60　年 60／45倍率 ・・…j・・…
生産　1．四　　輪　　率 5，289，1576，941，5911，042，88412，271，0952．32 6，2 2，7
2．四輪車KDセット 一 ’ 438，6821，O01，513 ■ 一…
3．　　　計 5，289，1576，941，5911，481，56613，272，6082．51 6．8 3．7
輪出4．四輪車 1，086，7762，677，6125，966，9616，730，4586．19 1・・1・・
5、四輪車KDセット ■ 一 439，0681，002，574 ’ 一 22．9
6．内燃機関 215，687219，661 467，5021，217，6315．65 ・ふ・1・τ・
内燃機関生産准定値（3＋6） 5，504，8447，161，25211，949，06814，490，2392．63 7．2 　4．9」　…　　I　　　　　　　　　　　　1　　…
　　注：45．50年のKDセヅトの生産．輸出は四輪車に含まれるo
　　貸料1王一5；目本自動箪工業会o
oo　　　　　61大蔵箱「日本貿易月表」。oω 8
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産を上回っていた自転車，マィクロエレクト回ニクス技術により都品構成が激
変した時計，の3つを選んだ。
4－1　自動車
　自動車生産におげる製品と専用部品の推移をみると，昭和59年の製造品出荷
額は26兆7，352億円と45年に比べて5．11倍，55年に比べて1・31倍に増加してい
る。これをアッセンブリ製品と部品とでみると，先に見たように，部品の方が
5．84倍と製品の4．63倍を上回っている（59／45年）。
　ここで，製品の中でも圧倒的ウェイトを占める乗用車とトラックについてみ
ると，昭和45年一59年で，乗用車出荷額は5．41倍，トラックは3．48倍に増加L
ている。一方，これら製品の心臓部であるユソジソをみると，自動車用ガソリ
ン機関はこの間に7．70倍に，ジーゼル機関は6．44倍に増加している。また，自
動車用内燃機関部品（6．73倍），懸架・制動装置部品（7・19倍）・その他の自動
車部品（6．04倍）なども製品を大きく上回る伸びを示している（表12）。
　ただ，昭和55－59年では，エソジソ類を中心に，むしろ乗用車の伸びを下回
っている部品をも多い。この点に関連Lて留意すべきは，工業統計表品目編の
数値が事業所単位であるということである。すなわち・既述のように工業統計
表品目編においては，同一事業所で完成品とその部品を作っている場合・完成
晶しか製造品として記載されない。従って，同一事業所内で自動車の完成品組
立とそれに用いるエソジ1■生産を行っている場合，その事業所が同一企業の他
事業所や他企業にエソジソを引き渡すかないしは販売するかをしていない限り，
エンジソの生産は表面に出て来ないのである。また，例えぱ，同一事業所でエ
ンジンと完成車の双方を生産している事業所が従来受げていた同一企業他事業
所からのエンジソの一部供給をやめて，自事業所でのエンジソを増産した場合，
それが当該事業所の完成車用だけであれぱエソジンの生産はその分だけ表面上
は減少することになる。
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　そこで，例えぱ，完成車一台には必ずエソジン1個が付くわげだから，実際
の自動車（四輪車）用エンジン（内燃機関）の生産は，四輸車生産台数と四輪
車KDセット生産台数を合計し，これにエンジソ単独の輸出台数を加えるこ
とによりほぼ概算的に把握出来る，と考えられる。ωこのようにして計算する
とユンジソの生産台数概算は昭和60年で1，449万239台で，55年の1，194万9，068
台から1．21倍増加しており，この間の四輪車および四輸車KDセット生産台
数（60年で1，327万2，608台）およびその伸び1．16倍を上回っていることになる
（表13）。
　すなわち，エソジソ単独の輸出が増えた分だけエソジンの生産は四輪車の生
産台数を上回ることとなる。エンジソの輸出は，昭和50年代前半まではそれほ
どではなかったが，昭和55年から60年にかげて2．60倍と急増し四輪車（KDセ
ットも含む）の1．21倍を大幅に上回っている。このようなエンジソ輸出の急増
は基本的に日本メーカから欧米メーカヘのエソジン供給が増加したことによ
る。例えぱ，いす父→GM，三菱自工→フォード／クライスラー，本田技研→
BL（英国），ダイハツ→イノセンティ（伊），日産ディーゼル→モートイベリカ
（スベイン）等が挙げられる。
　このようにエソジソを中心とする部品類の完成車を上回る伸びは基本的に以
下の要因に支えられていると考えられる。
　①欧米での日系メーカ現地生産（日産テネシr本田オハイオなど）に伴う
部品輸出の増加。
　②米国メーカを中心とする外国企業による日本製自動車部品の購入：とりわ
げ技術力・品質面で優位にある日本製部品（エソジソ，コソポーネソト，トラ
ソスミッショソ，エレクトロニクス機器など）の購入。
　③日本車の世界市場における普及による補修部品需要の増大。
　以上の要因に加えて車の部品構成がエレクトロニクス化・素材代替・二一ズ
多様化等を受げて変化してきていることも，部品生産と完成車生産との量的関
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I305
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係に影響を与えていると考えられる。
　すなわち，まず第一に，近時，カーエレクトロニクス化により電子装置関連
の伸びが著しく，特に走行・変速関係電子装置，電子装置用セソサー類，ワイ
ヤーハーネス等の伸びが著しいと言われる。これにより車の生産におけるエレ
クトロニクス関連部品の付加価値構成比が増大していると推測できる。また，
これらエレクトロニクス製品は日本の国際競争力が強く海外メーカヘの部品輸
出も増大している。例えぱ，内燃機関電装品の輸出は昭和55年から60年にかけ
て1．49倍に増加している（完成車は1．21倍）。
　第二に，世界的な小型車志向・車体重量の軽減化傾向やユーザニーズの多様
化を反映して，FF（前輪駆動）車，EFI（電子制御燃料噴射装置）付エンジン
搭載の低燃費車，AT（オートマチック）搭載車などの生産比率が急速に拡大
している。この結果，個々の部品別に見ると，機溝の変革で需要減を余儀なく
されている部品（例えぱ，FF化によりプロベラシャフトやリァァクセルシャ
7トなどの鍛工品が不要となっている）がある一方，装着増大の恩恵を受けて
いる部品（EFI，ATなど）がみられる。すなわち，一方で部品点数の減少要
因があり，他方で部品の付加価値増大の要因が存在すると言えよう。
注（1）この場合，KDセットは全てエソジソ付きであること，エソジソを外国から輸入
　　して国内生産車に用いることはないということ等を前提としている。
4－2　自転車
　部品生産がアッセンブリ製品をリードしている典型の一つとして自転車が挙
げられる。先に見たように，自転車においては部品が製品を上回る伸び（59／
45年）を示し，部品生産金額は59年で製品の1．51倍となっている（45年は1．23
倍）。これも基本的に部品輸出が多いことによると言える。
　そこで，自転車の輸出推移を見ると，部品の輸出が製品を大幅に上回ってい
ることが分かる。昭和55年から60年にかけては落ち込みを見せてはいるものの，
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長期的には（60／45年），部品の輸出金額は6．10倍と製品の2．76倍を大幅に上回
り，昭和60年には製品の2．24倍の額を輸出している（45年は1，01倍。表14）。
　このように部品生産がアッセンブリ製品生産を大幅に上回っている基本的要
因としては以下のようなことが指摘出来よう。すなわち，自転車産業は犬きく
分けて完成車メーカと部品メーカとからなるが，これらは，自動車産業のよう
なアッセンブリメーカ主導型の垂直的分業というよりも，基本的には対等に近
い分業関係を形成している。これは，まず第一に，歴史的にみて，わが国の自
転車工業が明治期に輸入自転車の補修部品の供給という形で部品メーカが完成
車メーカに先行して発達したということが挙げられる。第二に，自転車部品は
国際的に規格が統一されており，部品相亙の互換性が強く，部品メーカは国内
および海外のどの完成車メーカにも販売できることが犬きく効いていると言え
る。このため，フリーホイール，変速器等の高度な技術力を必要とする部品は
国際競争力も強く，市場を国内だげでなく，海外へも拡大してい飢ω
表14　自転専および同部品の輸出推移
年平均伸率（％）　　　コ昭和45年　50年　　　≡
■ 55年 60年
60／45倍率
」 60／4560／55
　　　　　　　≡輸皆金護（留円）1 一
8，214 8，865 23，483 22，6522．767，5 一〇．9
　　　　　　「部品計　「　8，330　　　　　　」
25，013 70，641 50，8406．1013．8一7．9
部品比（％）1　　　　　　i 1014「　　■ 　　一282．21　300．8　　■
224．4
輸出台数（台）　白転車
　　　『　　　■1・070・69815飢573
1，128，196，888，368■O． 3一1，3一5．8
　　　“ノ、　　　　フ 1，493，691帆…1・帆…l1・・・・… 9．7817．7一3．7
ギヤクラソク 647，687・，螂…1榊…1榊… 5．9913．6一8．8
注：部品比とは部晶計を自転車で除したものであるo
資料：大蔵省「目本貿易月表」。
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　このように，自転車生産においては完成車生産の増大が部品生産力の増大を
うながすとともに，さらに部品の生産が完成車生産を大きく上回るに至ったと
言える。ただL，部品の中でも，サドル，泥除け，チェーソカバー，ベル，荷
台等のそれ程高度な技術力や大規模設備を要さない中小企業主体の分野では，
近年中進国の激しい追い上げを受げて生産は減少してきている，と言われる。
他方，高度な技術力を要する変遠機等は，50年代になって海外需要が大幅に増
加して生産が増大しており，部品生産も2極分化していると言えよう。
注（ユ）この点に関しては「中小企業における技術と分業構造」，中小企業調査協会，昭
　　和60年，を参照。
4－3時　計
　時計製品の生産は先に見たように昭和59年で4，282億3，900万円であり，この
うち腕時計・懐中時計（ムーブメントを含む）が2，800億2，800万円とその65．4
％を占めている。この時計においても近時部品生産の相対的増大傾向が見られ
る。製品生産に対する部品生産の比率は昭和45年の39．2％から59年には59．1％
になつている。
　周知のように，時計においてはエレクトロニクス化・クォーツ化が急進展し
た。ωこのため時計部品はその内容を大幅に変化させた。すなわち，機械式か
ら電子式に移行することにより，ムーブメソトの主要な都品は動力系がぜんま
いから電池に，調整系がテソプ式から水晶発振式へ，さらに制御系が脱進式か
ら集積回路へと変化した。また，外側の部分も金属からプラスチック成形加工
品が多く使われるようになった。
　このような部品内容の変化は時計におげる製品機能を変化させただけでなく，
部品点数を大きく減少させた。すなわち，クォーツ式の部品点数は約100数10
点と機械式の約33％になったと言われる。
　部品点数の大幅減少にもかかわらず，部品の生産金額割合が増大Lているこ
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とは，基本的に以下のように考えられる。第一に製品価格に占めるICや水晶
振動子等の部品穣成比が増大Lたことが影響Lているものと推測される。すな
わち，従来の機械式では時計の部品は地板，受板，輪列，ネジ，軸，テソプ，
アンクル，ガンギ，ヒゲぜんまい，動力ぜんまい，などからなり，時計メーカ
は主要部品の加工・組立を自事業所内で行っていた。しかしながら，クォーツ
式とりわげデジタル式の部品は液晶セル，水晶振動子，回路ブロック，などで
あり，上記の機械部品の加工を行う必要はなくなった（アナログ式の場合は一
部必要であるが）。その場合，液晶や水晶振動子，コソデンサ，ICなどの生産
が全て1事業所内で行われることは少ないと思われる。購入部品（同一企業他
事業所からの調達も含む）の割合が多くなると考えられる。ちなみに，セイコ
ー電子とシチズンの間では，セイコー電子からは水晶振動子，電池，ぜんまい
などが，シチズンからは針，特殊駆動体などが相互供給されていると言われ
る。②
　　　　　　　　表15　ウオヅチおよび時計用部分品の輸出動向
輸出金額（百万円） 年平均伸率（％）60／45倍率
昭和45年50年55年60年 60／4560／55
ウォッチ計（注1） 32，873
??
　　一95，896i257，211　　一
298，530…1…1 3．8
時計用部分品計（注2） 2，509
n592i63574　’　1　’
41，935 16．71 22．3一9，9
部品比（％）
761　■ 1・・1…114．O l　l
注1：腕時計（電池式及ぴその他のもの），懐中時計，その他の携帯時計及ぴウォヅチムープメソトを含む。
注2：ウオッチムーブメソトセヅト及ぴウォヅチムープメソトの地板，時計用の部分品，時計用のぜんまいぱねを
　　合む。
資料：大蔵省「目本貿易月表」。
　第二に，部品輸出の増大が考えられる。すなわち，ウォッチ（腕時計，懐中
時計，その他の携帯時計およびウォッチムーブメント）の輸出金額は昭和45年
から60年にかげて9．08倍の伸びであったが時計用部分品は16．71倍と大幅に上
回っている（表15）。このため輸出におげる部品比は45年の7．6％から60年には
14．O％に拡大している。幅］
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注（1）目本時計協会資料によりウォッチの機種別生産をみると，昭和50年においては従
　　来型のメカ式が89劣，クオーツ式が11％であったが，58年にはメカ式は23％に減少
　　しクォーツ式が77％（アナログ46％，デジタル31％）になっている。
　（2）　「中小企業における技術と分業構造」，中小企業調査協会，昭和60年，による。
　（3〕ただし，55－60年では部品輸出は減少しており部晶比も55年の方が24．7％と高
　　い。この点は一層の分析が必要であるが，一っには輸出における部品比の増大とと
　　もに，輸出の変動も部品中心に。なってきたのではないかと考えられる。
5．結　語
　以上見てきたように，昭和45年から59年にかけてわが国の機械工業が成長す
る中で，機械工業におげる部品生産はアッセソブリ製品生産を上回る伸びで成
長Lてきた。部品のうちでは，成長著しい集積回路等のエレクトロニクス部品
を中核とする汎用部品の伸びが専用都品を上回っている。しかしながら，アッ
セソブリ製品とほぽ平行的に成長するかのように思われる専用部品においても
多くの部品が製品を上回る伸びで生産を拡大しているのである。
　このような都品工業の拡大の要因としては，先に挙げたように，海外KD
生産や海外企業からの需要等による輸出の増大，アッセンブリメーカにおげる
部品の外製化傾向，部品の高級化等が考えられる。
　このうちでは，輸出要因によるものが最も大きいと推測される。そして，こ
のことは重要な意味をもっていると思われ乱海外企業がわが国から部品を調
達するということは，とりもなおさずその部品を作ることにおいて，わが国が
その開発や生産における品質・納期・コスト等の面で海外メーカよりも優位に
あることを意味する。また，日本から部品を持って行って現地でKD生産す
るということも現地にそれだげの部品メーカが存在しないということを意味す
る。したがって，日本製部品の国際競争力が非常に強くなってきていると言え
よう。
　一方，それではこのような日本製都品の競争力を高めたものは何かと言えぱ，
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これはアッセソブリエ業の拡大に他ならない。すなわち，わが国機械工業は各
種産業機械，テレビ，コソピュータ，VTR，自動車，自転車，船，フォーク
リフト，カメラ，時計などのありとあらゆるアッセソブリ製品を生産するとい
うかたちで，工業構造を素材型から高加工度の組立型へと移行させてきた。ω
これらアッセンブリ製品は，部晶点数約1－2万点と言われる自動車，数千点
と言われる▽TRやパソコン，数百点と言われるカメラや時計など文字どおり
多数の部品を加工し組み立てることにより作られる。
　この各種のアヅセンブリ製品が生産を拡大することにより部品工業への需要
が拡大してその生産力を強化し，そのことがさらにアッセンブリ製品の国際競
争力を強化するという好循環が形成されていったと考えられる。また，アッセ
ンブリメーカ（ないしは部門）からの品質・納期・コスト等に関する厳しい注
文により，部品工業は国際競争力のある部品を作り出し，生産を一層拡大Lて
きたと考えられ孔しかも索材代替やマイクロエレクトロニクス化の進行等に
よる部品点数の減少ωや部品内容の大幅な変更の中で，最終製品アッセンブリ
エ業以上の伸びで生産額を拡犬してきたのである。
　一例を挙げると，わが国電気機械工業における成果を結集Lて作られた高成
長アッセンブリ製品にVTRがある。これは既述のとおり，昭和45－59年で年
率52，6％で，しかも輸出比率約8割というかたちで急成長してきた。VTRは
基本的には1956年に米国アンペックス杜により実用化されたものであるが，そ
の商品化に成功したのは目本であ飢これを可能としたものとしては，以下の
3点が挙げられる。すなわち，①日本では電気機械工業における民生用の比重
が高く，カラーテレビなどのアッセソブリ製品で世界的競争力を獲得してい
た。②このため，広範な電子部品供給体制が確立していた。ちなみに，VTR
は一般電子都品1，600点（カラーテレビは690点），半導体部品550点（同じく
115点）を必要とすると言われる。‘3〕③時計やカメラ等を中心とする精密機械工
業アッセソブリ製品の発達により，精密部品機械加工技術が発達Lていた。例
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えば，VTRのキーパーツである磁気ヘヅドは0．5ミクロソの加工精度を要求
される。クォーツ時計に用いられる水晶振動子（▽TRにも用いられている）
や精密レソズと同じレベルの精度である。一4〕
　また，このようなVTRの生産を支える部品の多くはパソコソやオーディォ
などの電気機器のアッセンブリ製品にも用いられており，近年高い率で成長し
ているものが多い。例えぼ，昭和55－59年年平均伸び率でみると，磁気ヘッド
（各種の磁気録音再生装置，フロヅピーディスク等に用いられる）は38．4％，
超小型電動機（フロッピーディスク，プリンターなどに用いられる）は37．4％，
といった具合いである。これに対しこれら部品工業を育ててきたカラーテレビ
は1．5％の伸びにとどまっている（データは通産省「生産動態統計」による）。
　また，生産金額の伸びはエレクトロニクス部品ほど飛躍的ではないが，金型
に代表される素形材加工等を中心とする部品コニ業も，様々なアッセソブリ製品
の部品加工に対応する中で高度の生産技術力を蓄積してきたと考えられる。す
なわち機械工業においては作る最終製品は異なっても，その生産工程には，鋳
物，鍛造，プラスチック成形，切削加工，研削加工，プレス加工，表面処理等
共通のものが多い。したがって，個々のアッセンブリ製品には盛衰があっても，
全体としてこれら製品が成長する中で，このような機械工業の汎用的技術ばそ
の力を向上させてきたと考えられる。
　このようにアッセンブリ製品が発達することにより，部品工業が発展し，こ
れがさらに，新たなアッセソブリ製品の生産を可能にするとともに部品工業の
一眉の拡大をもたらしてきた，と言えよう。
　したがって，わが国の工業が，素材型から高加工度組立型へ移行しこれが発
達してゆく段階に対応Lて機械工業においては，アッセンブリ製品の生産拡大
→部品工業力（品質・納期・コスト等）の拡大→内外アッセソブリメーカから
の部品需要増大→アッセソブリ製品に対する部品生産の相対的増大という局面
が存在するように思われる。
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　そして，このようた点に昭和61年に入って急激な円高で揺れるわが国機械工
業の新たな展開方向が見いだされるのではないだろうか。すなわち，わが国の
アヅセソブリ製品の多くは昭和60年秋のG5以降わずか1年以内に50％以上の
円高が進行する中で，輸出競争力の低下，韓国等NIC’Sからの輸入増等によ
り，苦境に立たされている。また，部品の中でも量産タイブの低コスト品は
NIC’S等から代替輸入される傾向が強まりつつある。
　しかしながら，NIC’Sとの一部代替はあるものの高機能なものを量産する
ことが要求される部品群の多くは，これ以上の急激な円高がない限り・今後も
優位を保ち続げるように思われる。㈲すなわち，近時わが国において急成長し
てきた部品の多くは，その開発においては高度な企画力・技術力・資金力を要
し，その生産においては高技術・高技能を駆使して高品質のものを安定的精度
かつ正確な納期で量産することが要求される。このような点においてわが国は，
これまで大量のアッセソブリ製品の生産を支えることにより培われてきた重厚
た機械工業基盤集積により，依然国際的競争力を保持し続けるものと考えられ
るのである。
注（1）篠原氏が前掲論文で「材料→加工」という2分割で展開された高加工度化理論は，
　　さらに産業材料調査研究所により，「材料→加工→組立」という3分割で展開され
　　ている（「工業構造の国際比較一高加工度工業構造と重化学工業構造の比較一」，機
　　械振興協会経済研究所，昭和44年，『日本の産業材料』，向坂正男監修・昭和46年・
　　等参照）。また，以上のような理論をふまえて，富山氏は前掲書で，産業を他の産
　　業にも共通した機能や要因との諾関連の総和としてとらえ，産業を材料産業の装置
　　工業，組立産業と機械工業というかたちで分析している。
　（2）思った程減っていない製品もある。すなわち，西田稔氏によれば，VTRに実装
　　されている部品点数はIC化の大幅な進展にもかかわらず，標準的なVTRに要
　　求される機能が絶えず高度化しそれに伴う所要部品の追加があるため，それに比例
　　した減少を示していない。（「技術革新と産業組織の展開」，巽　信晴・濱田博男
　　編『先端技術と産業体制』，昭和60年，第皿章，参照）。自動章にもこの傾向がある
　　ように一思われるo
　（3）　「三井銀行調査月報」，昭和57年10月。
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　（4）　「機械の研究」，34／5。
　（5）例えば・昭和61年に入って日本の機械工業が急激な円高で苦戦しているのに対し
　　韓国機械工業はウォソ安に支えられて輸出ブームにわき生産現場は100劣操業と言
　　われ飢しかしながら・その一本で目本からの部品や工作機械などの輸入が急増し，
　　円高の影響で猛烈なコスト上昇に見舞われていると言われる。例えば，VTRは国
　　産部品は50％，あとは日本からの輸入に頼っている。また，自動車でも，韓国車の
　　輸出台数は60年の12万3千台から62年には40万台前後になるとみられているが，電
　　気部品，オートマチソク・トラソスミッショソなど主要部品の多くは日本に依存し，
　　また設備機械も同様であ飢韓国の日本からの部品・資材調達率は電機業界で平均
　　50％・自動車で30％前後と言われる。設備機械に至っては，70～80％となる（日本
　　経済新聞61年9月10日）。また，「東南アジア電子工業調査団報告書」（目本電子機
　　械工業会，1986年6月）によれぼ韓国では，ヵラーテレビ，VTR，ラジヵセ，ヵ＿
　　ステレオ，電話，パソコソ，電子レソジなどが増産されているが，キーバーツが自
　　国で調達できないため日本に頼らずを得ず，軒並の値上がりで苦慮している，との
　　ことである。
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